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若き柳田教授の思い出
吉　田　忠　雄
　若く，有能な人物が急逝すると，胸痛む思いがするものである。柳田教授の事
故と，逝去を知り，ほんとうに胸痛む思いが，今もする。惜しい人材を喪った。
若き日の氏の姿や，わが明大の教授陣に加わって以来の挙措のすべてを思い出し，
残念でならない。
　若き柳田益夫氏は，一橋大学を卒業後，会社勤めをしてから，改めて明大の大
学院へ入った。私の記憶によれば，私の恩師でもある松尾弘先生の親友のご子息
ということであった。社会政策および労働経済学を専攻するため，わが大学院に
学ばれた。よき学び，よく議論するタイプであったと聞くが，私とは直接の結び
つきはなく，ただ遠くから，秀才のほまれ高い若き日の同氏を見ていた。
　当時，明大の大学院の教授陣には，一橋大学から山中篤太郎教授が転任されて
いた。柳田氏は，山中教授の後継者となるために育てられたといってよいと思う。
　若き日の柳田氏は，やがて助手となり，専任講師，助教授，教授へと順調に昇
進され，明大政経学部の若手教授陣の一人として，期待されていたし，事実同氏
は，すばらしい役割を果たされたのである。
　すぐれた論文もまとめられたが，同時にすぐれた論客でもあった。しかしその
論客も，1年1年と円熟味をます論客になっていったように感じられる。多くの
人々から敬愛され，信頼され，よき仕事をてきぱきとまとめてゆくその手腕は，
見事であった。
　学問上のことはともかく，人間的なすばらしさを感じたのは，同氏とのカラオ
ケを通じてであった。私は初心者だが，氏は情熱をこめ，誠実に1曲1曲を歌う。
素人の域をこえていたように思う（もっとも，音楽には素人の私が，素人の域を
こえていたといっても信用する人もいまいが）。
　亡くなられる数年前のこと，2人で世間話をしたことがある。談たまたま，カ
ラオケに及んだ。柳田教授は，こう語った一この間，大阪へ行く用があり∫た
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またま1人だったのでカラオケ店に入りました。そこで周囲の人々と意気投合し，
一晩，歌いつづけました。あの晩は，私の人生で最も印象的な一晩で，大阪へま
た行きたい，と。その時の表情は，ほんとうに夢見る少年のようであった。今度，
2人で大阪へ行きましょうということで別れたが，とうとう約束を果たせないま
まとなってしまった。
　亡くなるまで，同氏は，情熱的な好青年というのが私の印象であった。したが
って，時に，ほんとうの年齢を聞いて，びっくりすることさえあったものである。
　学究者としての柳田教授について印象的だったことは，社会政策学を，労働経
済学としてとらえていたことである。
　日本の社会政策学の歴史は古い。古い社会政策学は，貧困化理論を基盤にして，
社会政策をアメとムチの学問とみなす傾向が強かった。それに対して，柳田教授
は，社会政策学を労働経済学と位置づけて，新しい潮流をみずからつくり出そう
とされたようである。論客であった柳田教授の姿勢から，私は大きく期待したも
のである。
　このように，柳田教授は，情熱的で，論理好きではあるが，一面，あたたかな
人柄を感じさせる大きな抱擁力を持っていた。家庭のことは，一切語られること
はなかったが，私は好青年と感じつづけてきた。だから，同氏の事故と，死去に，
ほんとうにびっくりもし，胸痛む思いをしたのである。
　有能な氏に，私は大きな著作に取り組むことを期待していた。それをまとめる
力も若さもあった。しかし，それを実らせずに同氏は突然この世を去っていった。
　人の一生は，完成された一生である。たとえ，若くして，去ったとしても，柳
田教授の若き死は，完成された一生であったと信じたい。明大の教授陣に加わり，
学生を愛し，影響力を与えていったその一生は，未完のように見えながらも，．一
幅の完成された絵になっているのであろう。
　それにしても，あの若さで世を去った柳田教授の死は，惜しみても余りある死
である。
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